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 名護市男女共同参画条例が施行され１年が経過しました。「男女が社会の対等な構

成員として、自らの意思によって社会のあらゆる分野における活動に参画する機会が

確保され、男女が均等に政治的、経済的、社会的及び文化的利益を享受することが

でき、ともに責任を担う」ことをうたったこの条例は私たち団体の使命を改めて認識させ

るものです。 
 ６月の男女共同参画月間では集中的に意識の啓発、高揚に努めていきます。北部
の医療問題に関しては、今なお産婦人科医不足の問題は解決しておらず、今年も北
部医師会、北部広域圏組合と連携し新しい体制づくりへの協力を年間の重要課題と
して取り上げていきます。いま、名護市の女性は多様で活発な活動をしています。今
年は名護市のあらゆる女性の生活・意識調査を実施し女性の抱える問題を把握すると
ともに女性の活動グループの把握にも努め、情報の共有をしていきたいと考えていま
す。また、女性や子どもにとってばかりでなく、男性にとっても住みやすい環境づくりが
私たちのテーマです。 

 子どもの貧困の問題と学習意欲、学力の問題は相関関係にあることを認識し、女性

ならではの視点で未来の子ども達の育成に協力していきましょう。今年も横の連携を

蜜に各団体とのネットワーク構築に備え共通のテーマを掲げシンポジュームの開催を

予定しています。 

 去る6月15日名護中央公民館２階小ホールで「健康問題と医療費」と題した講演会が
開催された。 生活習慣病を予防するには？？？ 
１．適正体重をめざしましょう 
２．望ましい生活習慣を身につけましょう 
３．年に一度は検診を受けましょう 
 健診結果に基づき、治療や保健指導をうけましょう。特定健康診査（４０歳～７４歳）＝
目標健診受診率６５％（国保）なのに名護市の受診率は３８％です。名護市の国保医
療給付費は平成２３年度で５８億円で年々２億増している。一人当たりの医療費は２７
万円で毎年１万円の増となっている。山代実千代氏は健康診断の大切さ、初期治療
の大事さ、歯科検診の必要性などを説き、先ずは初期治療、病院にかからないことが
いい事ではなく、なるべく早期に自分の体の状態を知る事が予防の源であると説いて
いました。 
 医療制度を持続させるために・国保税の期日内納付による財源確保・健康増進生
活習慣病の予防（特定健診・各種健康診断の受診）・早期治療（無用無急な受診は控
える）・適正医療（必要な定期健診）・後発医薬品の利用促進等を啓発推進する。 

目標が達成できなければ、国保被保
険者の保健税が高くなる事があります。 



　名護市男女共同参画月間（６月1日～６月３０日）に合わせ、名護市では、男女共同参

画をテーマにした標語・写真の募集をしました。２８日には、名護市民会館中ホールに
おいて入賞者の表彰式と講演会が開催されました。
　表彰式では、高校・一般の部で最優秀賞に選ばれた山城優さん（沖縄高専３年）はじ
め１１人と１団体に表彰状が送られた。入賞者・団体は次のとおりです。
 小学生の部

　最優秀作品　　　　　　　　　　　　小さいときからはじめよう！住みよい社会にするために！　 大 宮 小

 　  優秀作品　 男も女も平等に　すべてのチャンスを　生きてみよう！！ 安 和 小

 　  優秀作品　 手をつなぎ　ふみ出そう第一歩　みんないっしょに広がる輪 瀬 喜 田 小

  中学生の部

　最優秀作品　　　　　　　　　　　男女共、皆でつくる絆の輪　平等こそが　助け“愛” 大 宮 中

　　 優秀作品 平等社会　認め合い　つながる未来へ　ふみだせ一歩 緑 風 学 園

　　 優秀作品 女性の目　男性の目　２つ合わせて　広がる世界 大 宮 中

　　 優秀作品 『認め合い』　そこから始まる信頼関係　そこから始まる名護市の輪屋 部 中

高校・一般の部

　最優秀作品　　　　　　　　　　　　進む道　広がる社会に　性別なし　一緒に歩もう　手を繋ぎ 沖 縄 高 専

優秀作品 　　　　　　　　　　　　　男女で協力ゆいまーる　広げよう　豊かな街づくり 一 般

優秀作品 　　　主夫も主婦も　呼び方同じ　地位も平等男女社会 名 護 高 校

　  優秀作品 Ｙ染色体の有無が　仕事を決めるわけじゃない 沖 縄 高 専

  写真の部

　　   奨励賞 屋我地中学校生徒会
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名護市総務部総務課 地域協働係 

   6月28日午後２時より名護市民会館中ホールに於いて講演会が開催されました。 
 演題：～平安朝の女性たち～    ー「素敵に生きる」ーとは？ 
 講師：網谷厚子氏（沖縄工業高等専門学校教授） 
 今年度の講演会には第35回山之口獏賞を受賞し、また、沖縄高専の先生として俳
句で多勢の学生を入選させてきた網谷厚子先生をお迎えしました。 
「かな」でものを書き始めた平安時代の女性たちの生き様は、今の私たちと変わりあり
ません。人生を見極めることのできる強さが「書く」という行為なのだと思いました。        
詩集「瑠璃行」 源氏物語、徒然草について先生にお聞きしたいことがたくさんできま
した。 
            次回も是非講演をお願いしたいものです。 
            久しぶりに学生気分を味わった様な気がしましたね・・・ 


